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基本計画について

第３ 部　 前期基本計画

基本計画の目的と 計画期間１ 　

基本計画について序　 章

序　 章

［  施策目標 ］

施策の目的・ 方向性について記載しています。

［  施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題） ］

施策に係るまち づく り の動向やこ れまでの取組等について記載しています。

［  施策での取組 ］

施策の成果向上を 図る重点施策について記載しています。

［  協働による 取組（ わたし たちができるこ と ） ］

施策の目標達成に向けて、住民・ 事業者等に期待さ れる役割について記載しています。

［  関連する 個別計画 ］

施策推進に関連する個別計画について記載しています。

［  数値目標 ］

施策で の取組を 実施し たこと による 成果向上を 把握するための指標と その現状値・ 目標値に

ついて記載しています。

（ １） 基本計画の目的

　 基本計画は、基本構想に掲げら れた「 目指すまち の姿」 の実現に向けて、基本施策を具体

的に推進するため、必要な個々の施策・ 事業の内容を 体系的に示すも のです。

　 住民と と も にまち づく り を 進めるために、基本計画では施策ごと に「 施策目標」「 数値目

標」 を 明示し 、成果に対する的確な管理を 行う 仕組みを導入し ます。

基本計画の見方２ 　

　 基本計画では、基本施策に対応し た施策を 分野別に体系化し 、施策ごと の取組内容や目標

について掲載しています。

（ ２ ） 計画期間

　 計画期間は、令和3 年度から 令和7 年度までの5 年間とし ます。
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地域に活力があふれるまちづく り 基本施策１

計画の推進3 　

　 基本構想における 将来を見据えた、明るい未来のある玖珠町の実現、基本計画の推進にあ

たっては、今後厳し い財政状況が予想さ れる中、持続可能な 行財政運営基盤を 確立し 、住民

と の協働により 、実効性の高い取組を推進していく こと がが不可欠です。

　 そのなかで、行政における 各種施策・ 事業の実施は、より 一層、住民へも たらす成果・ 満足

度と いった、効果を 追求、重視していく 必要があり ます。

　 そこ で P D C Aサイクルを 基本と し て、施策事業の進捗管理、実施後の検証、職員による自

己評価及び外部委員会等による評価を 実施し 、事業の必要性・ 効果等を 確認し ながら 、適正

な予算配分、人員配置を実施していく こと とし ます。

　 なお、住民に町政をわかり やすく 伝え、関心を持っても ら えるよう 、施策評価の結果を定期

的に公表するほか、計画最終年には、まちづく り 基本指標である 住民の幸福感・ 暮ら し やす

さ の指標、人口推移状況等について検証を行い、まちづく り 全体を 総合的に評価し ます。

計画の改善・ 再構築

（ 解決策の反映）

A c t io n

（ 改善）

P la n

（ 計画）

C h e c k

（ 評価）

D o

（ 実行）

計画の点検・ 評価

（ 決算検証）

計画の実行

（ 予算反映）

計画の作成

（ 基本計画、実施計画）

図表　 P D C A サイク ルによ る 計画の推進
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地域に活力があふれるまちづく り基本施策１

基本施策１ 地域に活力があふれる まち づく り

［  施策目標 ］

■多く の住民が様々なかたちでコ ミ ュ ニティ 活動に参加し 、地域の特色を 生かし ながら 、地域

の活性化につながるよう なコ ミ ュ ニティ 活動を 目指し ます。

■住民と 行政の相互のコ ミ ュ ニ ケーショ ン の機会を 広げ、住民の町政への積極的な 参画※

や、地域住民が主体となっ た地域課題の解決や地域づく り を 促進し ます。

○地区コ ミ ュ ニティ 運営協議会では、4 地区の自治会館を 拠点としてイ ベント や講座、サロン、防災、多

世代交流等の地域活動が行われています。取組状況や方向性に相違がみら れるため、4 地区の役員

から なるコ ミ ュ ニティ 連合会を 設立し 、各地区コ ミ ュ ニティ の課題の解決に向けた情報の共有を 図

っています。

○地区コ ミ ュ ニティ 運営協議会においては、各コ ミ ュ ニティ 役員の高齢化や固定化がみら れるほか、若

い世代の参加が少ないため、幅広い世代が参加し やすいよう な 取組が求めら れます。

○拠点となる 施設については、老朽化も 懸念さ れるこ と から 、効率的で 適切な 施設管理と 事業運営が

必要となり ます。

○人口減少、少子化・ 高齢化、一人暮ら し や高齢世帯の増加により、安全で 安心な 暮ら し や環境美化、

農地等の維持管理、季節行事の開催等、自治区・ 集落活動の維持が困難となってきています。

○生活様式や価値観の多様化等、社会状況の変化により 自治区への、未加入者が増加し ているほか、

2 7 9 自治区のう ち 、1 5 世帯以下の自治区が6 0 ％以上ある等、人口規模に応じ た自治区の再編が

必要となっています。

○自治公民館の老朽化に対し て、計画的な 整備が必要となり ますが、今後の人口減少社会に対応する

ため、自治公民館周辺にある他の公共施設と の複合化も 検討すること が必要となり ます。

施策１ -１ 　 住民協働・ 地域コ ミ ュ ニティ の充実

※参画：

事業や政策等の計画段階から 関わるこ と 。

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

（ 集落対策）

（ コ ミ ュ ニ ティ 活動）
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地域に活力があふれるまちづく り 基本施策１

1 -1 -1： 住民参画による「 協働」 の推進

施策で の取組

○住民主体によ る、より 良いコ ミ ュ ニティ 組織の運営に向けて、町と の連携により 協働の取組みを 推

進し ます。

○ワーク ショ ッ プ など 性別や世代を 問わず意見を 反映できる 場を 提供し 、進行役となるフ ァ シリ テー

タ ーの養成による人材の育成や仕組みづく り を 進めます。

○地域福祉計画の実現のため「 支え合いマッ プ 」づく り 等、社会福祉協議会、民生委員・ 児童委員、自

治委員、防災士会、自主防犯組織等が協働して取り 組む仕組みづく り を 支援し ます。

○送迎ボランティ アや有償生活支援等、地域のニーズに対応し たボラ ンティ ア活動を 支援し ます。

○若者や移住者等の新し い発想を 積極的に施策に取り 入れ、協働によるまち づく り を 進めます。

1 -1 -3： 適切な施設管理・ 運営

○コ ミ ュ ニティ 活動の拠点となる 自治会館を 含む各種施設や、備品の計画的な 整備を 行う と と も に、

指定管理者制度による適切な施設管理・ 運営を 図り ます。

○自治区の実情に合っ た、自治公民館の計画的な更新を 行います。

1 -1 -4 ： 自治機能の選択と 連帯感の創出

○自治委員会議、自治委員代表者協議会、自治委員研修等を 行う こと による情報の共有と 意見の聴取

により 、自治区に必要な 機能の見直し 、行政区と し ての自治区の再編、自治委員の仕事の見直し 等

を 行い、集落機能の存続を 目指し ます。

1 -1 -5： 持続可能な集落の実現

○集落支援員の巡回による 地域の問題や課題、困り ごと 等の把握に努め、町や関係する 組織、団体と

連携し ながら 、課題解決のための仕組みづく り に向けた体制を 構築し ます。

1 -1 -6： 広報・ 広聴・ 情報発信への充実

○「 広報く す」については、住民目線に立っ た情報発信に努めます。

○ホームページについては、町政の重要課題に関する 情報を 積極的に発信し ます。

○住民の様々なニーズに対応する 媒体を 活用し 、住民が必要とする情報を 発信し ます。

1 -1 -2： 地域の特色にあった地区コ ミ ュ ニティ の推進

○地域づく り の主体となっている地区コ ミ ュ ニティ は、それぞれの地域資源や特色を 生かし ながら 、福

祉・ 防災・ 教育・ 環境・ 伝統芸能や文化活動など 様々な 場面で、多様な 世代が活躍・ 交流で きる 場と

なるよう 推進し ます。

町の取組（ 重点施策）
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地域に活力があふれるまちづく り基本施策１

○過疎地域自立促進計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     【 企画商工観光課　 企画政策班】

○辺地に係る総合整備計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  【 企画商工観光課　 企画政策班】

・ 自身の暮らす地域に関心を 持ち 、イ ベント・ 地域活動に積極的に参加する。

・ 身近なコ ミ ュ ニティ（ 近所付き 合い）や周辺自治区と のつながり を 大切にする。

・ 町の広報誌やホームページ 等、町政に関する 情報の把握に努めるほか、懇談会等に参加し 、地域の

活動や町の取組について、相互に理解を 深める。

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

（ 担当課は令和3 年4 月1 日現在）関連する 個別計画

数値目標

72％ 75％ 80％
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・ ・ ・

（ まち・ 地域づく り の担い 手の育成）

地域に活力があふれるまちづく り 基本施策１

1 -2 -1： 地域が好きで誇り を 持てる人材の育成

○住民が先生となり、子ども を 含む広い世代の住民が仕事や技術、知恵を 学び体験するこ と により、町

の魅力や地域への愛着を 深めます。

1 -2 -2： 人材の育成・ 担い手育成

○地域おこし 協力隊によるコ ミ ュ ニティ 活動や、集落支援員による集落対策活動等を 通じ て、と も にま

ち・ 地域づく り を 担う 人材の発掘、育成を 行います。

1 -2 -3： まち・ 地域づく り への積極的な参画

○ワーク ショ ッ プ 等を 通じ て住民の、「 まち・ 地域づく り への積極的な 参画」を 促し 、と も にまち・ 地域

について考え、行動する 機会の場を つく り ます。

1 -2 -4 ： さ まざまな団体と の協働の取組

○町内にある、N P O 法人や任意団体と 協働し 、町の共通の課題解決に向けてと も に取り 組みます。

［  施策目標 ］

■子ど も の頃から 地域の魅力や伝統・ 文化を 知る 機会を 増やし 、地域へより 大き な愛着や誇

り を 持てるよう なまち を 目指し ます。

■若い世代が季節の作業や行事等を 通じ て地域と の関わり を 持ち 、地域を 担う 人材と して育

っていく まち づく り を 目指し ます。

○まち・ 地域づく り の主体となるのは「 そこ に住む住民」であり、人口減少とと も に、まち・ 地域づく り の

担い手が不足するこ と が懸念さ れます。こう し た状況は、地域の活性化やコ ミ ュ ニティ、集落機能の

低下につながる 重大な課題であり、地域に根づく 人づく り が求めら れます。

○玖珠町の自然・ 歴史・ 文化と 積極的に関わり 、地域の人と 交流するこ と で、玖珠町で 育っ たこ と への

誇り を 持ち 、未来の玖珠町を 担う 子ども・ 若者・ 大人の育成が重要となり ます。

施策１ -２ 　 まち・ 地域づく り の担い手の育成

施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組
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地域に活力があふれるまちづく り基本施策１

・ 一人ひとり が地域の担い手であること を 意識する。

・ 地域に関心を 持ち 、玖珠町の魅力について理解を 深める。

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

住民が

85.0％83.0％
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地域に活力があふれるまちづく り 基本施策１

1 -3 -1： 移住人口、交流人口増を目的にし た情報発信の強化

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組

○移住希望者等に対し てホームページ、S N S（ ソ ーシャ ルネッ ト ワーク サービス）等、多様な 情報通信

メ ディ アを 活用し た情報発信を 行う 等、移住定住者に対する 戦略的な広報を 行う こ と で、移住人口、

交流人口の増加を 図り ます。

1 -3 -2： 移住対策の推進

○移住フェ アやセミ ナー等に参加し 、積極的に移住希望者と の接点を 持ちます。

○移住者の不安の軽減につながるよう 、移住支援の拡充に努めます。

○お試し 住宅を 活用し た移住施策に取り 組みます。

・ ・ ・

（ 移住・ 定住促進、若者定住支援策）

施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

［  施策目標 ］

■玖珠町の豊かな自然環境や歴史・ 文化等の魅力を 伝えながら 、町全体で暮ら し やすいまち

づく り を 進め、様々な機会から 移住・ 定住を 促進し ます。

■移住者が仕事をし ながら 地域と 関わり、住み続けること ができるまちを 目指し ます。

■少子高齢化、人口減少に歯止めを かけるため、玖珠町で 生まれ育っ た若い世代が戻ってき

やすい定住支援を 目指し ます。

○玖珠町で は、移住者支援関連の補助事業を 拡充する 等、取組を 強化し ています。今後も 地方への移

住を 検討する 人は、拡大していく と 推測さ れています。

○移住定住を 促進する観点から も 、住宅の確保に関する魅力的な制度や空き 家情報バンク 制度※を 充

実さ せる 必要があり ます。

○若者の定住支援に向けて、横断的な体制づく り や施策展開が必要となり ます。

施策１ -３ 　 移住・ 定住の促進

※空き 家情報バンク 制度：

空き 家バンク、空き 家の売却、または賃貸等を 希望する所有者等から 申込みを 受けた情報を、玖珠町への定住

等を 目的と し て空き 家の利用を 希望する 者に対し 紹介する制度。
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地域に活力があふれるまちづく り基本施策１

・ 玖珠町の歴史・ 文化への理解を 深め、移住希望者へ魅力を 発信する。

・ 移住希望者が地域の一員として安心して移住・ 定住できるよう 支援する。

1 -3 -3： 定住対策

○玖珠町で生活できる 体制を 支援するため、創業、就業の支援や玖珠町が推進する 農産品の栽培・ 経

営技術習得や、フ ァ ーマーズスク ール※等による 就農支援を 実施し ます。

※フ ァ ーマーズスク ール：

農業経験がない人でも 就農するために必要な 技術や知識を身につけるこ と が可能で、技術習得のための実習及

び座学、学んだこ と を 自ら が管理するほ場（ 農地） で実践する模擬営農で構成さ れています。

 

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

※表 中の（ －）は、該 当 指 標 の 現 況 値 が 不 明、ま た は 把 握 で き て い な い 項目

公式アプリ
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地域に活力があふれるまちづく り 基本施策１

1 -4 -1： ふるさ と 納税の推進による関係人口の創出

○ふるさ と 納税を 推進し 、全国へ魅力を 発信すると と も に、町内事業者の所得向上やまち づく り の財

源確保につなげます。

○寄附者の心を つかむよう な 寄附金の使い方について検討し 、玖珠町の魅力発信、知名度の向上を

図り ます。

［  施策目標 ］

■多く の住民が、それぞれの分野で 玖珠町の魅力を 発信し 、玖珠町の魅力を 語るこ と ができ

るよう なまちを 目指し ます。

■玖珠町へのリ ピータ ーや玖珠町のフ ァ ン が増えるよう な 、情報発信等により 、関係人口の

創出や、交流人口の拡大を 目指し ます。

○玖珠町には、地形や気候を 生かし た農産物や歴史・ 文化があり ます。また、玖珠町を 通過する 旅行者

は多いも のの、町内での滞在時間は短い状況にあり ます。

○ふるさ と 納税※を 活用し ながら 、玖珠町の魅力や知名度の向上を 図る 取組を 積極的に推進し 、関係

人口の創出を 図り ます。

○関係人口や交流人口を 創出するため、ホームページ、フェ イスブッ ク、アプリ 等の媒体を 活用し 、町外

の人々に対しても 情報発信を する必要があり ます。

施策１ -４ 　 関係・ 交流人口の創出

※ふるさ と 納税：

生まれた故郷や応援し たい自治体に寄付ができる制度。

・ ・ ・

（ 関係人口の創出、交流の拡大）

（ 広報・ 広聴・ 情報発信）

施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組

4 9



地域に活力があふれるまちづく り基本施策１

・ 町内外の地域や人と の交流や関わり を 深め、取組を 通じ て、玖珠町の知名度向上につなげる。

・ ふるさ と 納税制度を 積極的に活用し 玖珠町の特産品を P R する。

1 -4 -2： 体験交流・ 情報発信施設等の活用

○道の駅を 活用し た出荷者自ら による 展示、P R 販売や観光情報等の発信等を 通じ て、玖珠町の魅力

を 直接、来訪者に発信し ます。

○憩いの森や三日月の滝公園を 活用し た、体験型の都市交流や、短期滞在型観光の実施により、交流

人口の拡大を 図り ます。

○玖珠町と の関わり の深い福岡県福岡市長住地区、福岡県志免町、福岡県柳川市と の交流を 継続し

ます。

○メ ルヘン 大使を 通じ て、玖珠町の魅力や情報を 発信し ます。

○玖珠町総合運動公園や、メ ルヘン の森スポーツ公園、玖珠町B ＆G 海洋センタ ー等を 利用し 、各種ス

ポーツ大会を 通じ て町外の選手と 交流し ます。

○民間と 協働し 、スポーツ合宿ができる環境整備について検討し ます。

 

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

5 0



地域に活力があふれるまちづく り 基本施策１

1 -5 -1： 男女共同参画に向けた意識改革

町の取組（ 重点施策）

○男女の役割分担意識を 改革するため、男女共同参画週間に合わせた啓発イ ベント を はじ め、地域

（ 各地区）における 研修、広報誌、ウェ ブ サイト 等の様々な媒体を 利用し た各種啓発事業を 通じ て、男

女共同参画に向けた意識改革に取り 組みます。

1 -5 -2： 男女が安心できる生活の確保

○女性に対する 暴力を なく す運動月間に合わせた啓発イ ベント の開催等、D V（ ド メ スティ ッ ク バイオ

レンス）※やハラスメ ント 等の防止策を 推進し 、一人ひとり の人権が尊重さ れる 地域社会づく り を 推

進し ます。

○ＤＶ（ ド メ スティ ッ ク バイオレンス）・ 犯罪被害者等に対応する 相談体制を 構築し 、ケースに応じ た助

言を 行う ほか、連携会議等の関係機関と 連携し 、相談者のニーズに応じ た支援の充実に努めます。

［  施策目標 ］

■あら ゆる 場面において性別に捉われず、それぞれの個性・ 能力に応じ た役割を 平等に担う

とと も に、その能力を 十分に発揮できる男女共同参画社会※を 目指し ます。

○玖珠町では、玖珠町第３ 次男女共同参画プ ラ ン に基づき、男女共同参画に向けた意識改革、男女が

安心できる生活の確保、女性の活躍の推進を 柱と し た様々な取組を 進めています。

○男女共同参画社会を 実現するためには、男女平等に向けた意識改革が必要であり、こ れまでも 様々

な事業を 通じ 、性別による役割分担意識等の固定的な考え方の見直し を 進めてきまし た。今後は男

女共同参画に向けた意識改革を 図る等、女性がさ ら に社会で活躍できるよう 取り 組んで いく 必要が

あり ます。

施策１ -５ 　 男女共同参画社会の実現

※D V（ ド メ スティ ッ クバイオレンス）： d o m e s t ic  v io le n c e

配偶者や恋人など 親密な関係にある、又はあった者から 振るわれる暴力。

※男女共同参画社会：

男性も 女性も 、意欲に応じ て、あら ゆる分野で活躍できる 社会のこ と 。

・ ・ ・

（ 男女共同参画）

施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組

5 1



 

・ 家族がお互いに協力し 、家事、子育て、介護等を 行う 。

・ 事業所では、性別にと ら われない職場や仕事と 生活が調和できる 労働条件の整備に努める。

1 -5 -3： 女性の活躍の推進

○女性の就労機会の拡大や、誰も が育児休業、介護休業を 取得し やすい職場環境づく り に向けた事業

主研修の実施及び事業所内研修の推進等、ワーク・ ライフ・ バランスの実現を 図り ます。

○家庭内で子育てや介護が必要になっても 離職に追い込まれることなく 、働き ながら 子育て・ 介護が

継続できるよう 、子育て・ 介護支援サービスの充実を 図り ます。

○農業従事者や個人事業主に 対する 男女共同参画研修を 実施し 、農業・ 商工業等の自営業における

男女共同参画の推進を 図り ます。

○玖珠町第３ 次男女共同参画プラン              【 人権確立・ 部落差別解消推進課　 人権確立班】

○玖珠町D Ⅴ対策基本計画                    【 人権確立・ 部落差別解消推進課　 人権確立班】

○玖珠町女性活躍推進計画                    【 人権確立・ 部落差別解消推進課　 人権確立班】

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

（ 担当課は令和3 年4 月1 日現在）関連する 個別計画

地域に活力があふれるまちづく り基本施策１

5 2


